
医療救護所における医療救護活動フロー図（案） 

 

・通常時（今までの想定） 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パターン１ 発熱あり・ケガありは、別室に案内した後、医療職が巡回し、診療を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・パターン２ 発熱あり・ケガありでも、一旦受け入れ、手当を行う。※以下、発熱あり・ケガありの場合のみ記載 

 

 

 

 

 

 

 
 

・パターン３ 発熱あり・ケガありの重中等症者のみ手当を行わず、救急搬送要請する。 

避難者 

ケガなし 

ケガあり 

避難拠点 or在宅避難 

医療救護所 

軽症 

重中等症 

避難拠点 or在宅避難 

災害拠点病院等(民救) 

避難者 

発熱なし・ケガなし 

避難拠点 or在宅避難 

検温 

医療救護所 

発熱なし・ケガあり 軽症 避難拠点 or在宅避難 

災害拠点病院等(民救) 重中等症 
発熱あり・ケガなし 

別室案内 災対健康部等に相談の上対応 

発熱あり・ケガあり 

別室案内 医療職が巡回 

避難者 

発熱あり・ケガあり 
軽症 

重中等症 

別室案内 災対健康部等に相談の上対応 

発熱なし患者と同室で手当後 

救急搬送要請（東京消防庁） 災対健康部等に相談 

発熱あり・ケガあり 
軽症 

パターン１（別室案内 → 医療職巡回） 

重中等症 

パターン２（一旦受入れ、手当を行う） 

救急搬送要請（東京消防庁） 

or 

資料４-2 

災対健康部等に相談 

避難者 

発熱なし患者と同室で手当後 


